
ミ
α
ト
僻
中
に
あ
る
土
ば
粗
土
に
・
し
て
契
の
子
昭
聡
の
子
六
る
こ
“
」
。
楚
僻

天
門
の
該
粛
乗
徳
、
恒
三
二
回
り
該
は
モ
亥
に
し
て
季
郎
ち
箕
）
の
直
れ
る

二
ε
o
駿
嘘
書
契
七
一
に
重
三
に
關
ず
る
ト
欝
三
家
あ
り
て
之
が
股
の
先
王

先
公
穴
ろ
・
ミ
疑
無
｝
三
ミ
。
二
一
の
外
に
ト
僻
燦
見
ゆ
る
所
の
二
軸
は
鐵

雲
賎
癒
及
び
警
契
後
編
等
し
も
散
見
し
之
に
聯
旨
し
て
…
遜
　
燈
　
歎
易
の
古
代

に
於
て
三
音
少
有
し
、
商
の
瓢
先
肩
、
河
を
治
め
、
王
亥
股
に
遜
り
次
で
商

郎
に
櫨
り
有
易
高
燥
の
地
F
跡
目
サ
し
が
膚
易
の
三
途
に
王
亥
を
殺
サ
し
こ

ぜ
。
從
っ
て
禦
欝
天
間
の
一
病
循
跡
有
壁
不
霧
蒼
め
る
微
の
上
甲
微
六
る
こ

ε
、
湯
以
薗
に
在
り
て
二
二
を
復
興
ぜ
し
人
こ
し
て
巨
人
の
特
に
尊
敬
ぜ
し

上
品
の
名
は
来
だ
配
慮
書
契
中
に
て
に
饗
見
ぜ
ら
れ
ざ
り
・
し
が
今
偶
然
野
遊

串
よ
り
之
を
登
見
呼
し
こ
亡
。
等
ド
・
し
て
其
他
鳥
浜
、
報
丙
、
記
聞
、
主
中

主
癸
、
矢
乙
、
麿
，
羊
甲
、
等
を
論
詑
こ
窟
ほ
湯
、
羊
甲
ほ
陽
田
な
ら
む
ε

推
し
、
史
に
禺
で
れ
る
帝
王
の
名
に
し
て
ト
僻
に
見
ね
ざ
る
看
、
並
に
ト
欝

に
見
ゆ
る
父
甲
む
兄
乙
等
の
人
名
に
・
し
て
史
に
見
セ
2
ざ
ろ
所
の
者
を
墾
げ
、

卜
蹉
に
在
り
て
皮
に
無
き
所
は
皆
諸
声
の
異
名
及
び
其
の
兄
弟
の
未
だ
立
れ

す
し
て
岨
ぜ
る
者
な
る
こ
ミ
あ
論
疑
し
商
の
鰻
観
法
の
弟
に
及
ぼ
す
を
主
ミ

し
子
に
概
ぐ
や
補
助
ご
ぜ
し
こ
ε
を
も
論
設
ゼ
弓
。
「
藝
嘱
し
弟
八
年
第
八
號

所
載
の
内
藤
搏
士
の
「
績
尊
爵
」
は
此
王
製
織
氏
の
研
究
を
批
静
的
に
紹
介
せ

ら
れ
譲
る
軋
の
に
し
て
相
撃
照
ず
べ
き
も
の
な
切
。
〔
那
波
〕

第
二
巻
　
　
紹
　
介
「
　
圃

ls・

ITI

　　

@　

S
讐
港
湾
ダ
順
繰
瀞
電
着
坂
ご
暑

　
希
臓
丈
明
に
關
で
る
論
著
本
邦
に
多
・
し
ミ
難
も
、
ア
レ
キ
ザ
ン
ド
ル
大
王

洩
後
に
於
け
る
護
交
明
の
世
界
駒
弘
麺
の
威
力
，
古
今
に
亘
頭
て
貫
通
厄
う

そ
の
潮
流
を
包
容
・
し
て
歴
史
的
に
尋
究
關
明
也
る
も
の
あ
ら
す
。
本
書
ぽ
響

者
が
か
の
徒
・
ト
希
一
女
明
の
一
白
鼓
吹
に
陽
ろ
を
郎
け
、
世
界
史
円
見
地
に

立
ち
て
一
一
馨
濯
聰
る
こ
の
文
覇
一
肩
の
影
響
樹
値
を
論
蓮
ぜ
る
も
の
に
・
し

て
確
－
學
界
に
於
け
る
一
三
の
欠
隅
を
補
ふ
べ
き
蓮
作
回
る
べ
し
。
全
篇
八

章
よ
り
成
り
、
こ
れ
に
序
論
重
に
結
論
を
附
ぜ
り
。
先
づ
序
論
に
希
旧
史
の
各

時
期
を
漉
槻
・
し
て
、
ア
ソ
キ
サ
ン
ド
ル
大
王
以
後
の
世
界
的
個
人
的
な
る
現

代
的
交
明
帥
ち
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
及
び
，
第
一
章
・
P
古
典
的
三
明
王
代
の
都
市

葛
家
を
誠
毒
、
第
二
章
ド
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
大
王
の
束
征
を
澱
ご
て
（
ソ
ニ

メ
ム
時
代
に
入
り
、
第
三
章
に
該
時
代
初
期
の
雅
典
の
位
銃
を
魏
察
・
し
、
第
四

草
に
希
腰
丈
明
の
東
方
傳
播
即
ち
小
馬
、
境
及
、
シ
リ
．
7
及
印
度
中
亜
方
面

に
及
ぼ
・
し
れ
る
勢
力
影
響
を
連
べ
、
殊
に
磐
代
（
レ
ニ
ズ
ム
の
申
心
地
六
ろ

ア
ソ
キ
サ
ン
ド
”
や
を
説
く
こ
ε
詳
な
り
。
第
五
章
に
入
り
て
は
韓
じ
父
籍

興
の
羅
馬
に
及
ぼ
し
六
る
影
響
を
論
ご
，
第
六
章
に
は
墓
瞥
敏
の
擬
農
に
製

す
る
洋
画
文
期
の
寄
興
の
甚
大
な
る
を
麟
、
次
で
第
七
，
第
八
爾
章
に
於
て

申
世
以
後
現
代
に
至
る
該
潮
流
の
濡
長
を
「
近
代
深
化
ε
古
典
」
鳳
る
題
下
に

要
約
・
し
、
ピ
サ
ン
ソ
ε
同
敏
、
彫
藝
復
興
人
生
派
、
啓
裳
運
動
古
典
派
，
ロ

ー
マ
ン
ヰ
ン
ク
蓮
動
、
」
亘
り
て
希
脹
叉
明
の
勢
力
を
説
き
、
最
後
に
訪
女
明

第
四
號

エ
ハ
三
．
（
廿
一
五
〉



第
二
巻
　
　
紹
　
・
介
　
　
押

書

の
轡
屋
を
結
論
・
・
」
し
て
筆
ケ
欄
σ
り
。
以
上
の
理
趣
に
葺
り
て
著
者
の
識
語

ミ
高
鷲
ほ
到
塵
に
窺
知
し
得
ら
れ
西
洋
輿
界
稀
有
の
好
調
こ
し
て
、
本
書
の

公
列
が
學
界
に
一
越
を
與
ふ
る
こ
ピ
大
な
ろ
は
諭
嫁
し
、
而
も
、
、
は
昨
年
の

京
都
大
墨
・
夏
期
講
演
曹
に
於
け
る
識
演
よ
“
成
れ
る
を
以
て
、
そ
の
読
蓮
李

易
を
旨
ミ
・
し
、
考
謹
ψ
置
け
論
旨
簡
明
娼
蓮
に
し
て
興
趣
深
き
筆
致
は
一
般

刷公

O
に
’
も
｛
谷
臼
勿
に
野
冊
細
㎜
畑
臓
を
・
曾
得
ゼ
・
し
め
導
べ
・
し
。
鷹
司
ふ
ろ
に
．
各
章
・
末
「
に
探

附
ゼ
る
約
百
偽
箇
の
｛
易
眞
隅
は
木
丈
ご
相
侠
ち
て
諮
着
に
有
害
な
ろ
も
の
な

ら
ん
。
（
交
倉
紙
工
行
、
便
ご
、
宥
○
）
〔
植
村
〕

　
　
り
　
　
　
　
も
　
ヤ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
　
　
⑳
登
山
の
注
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賢
本
由
岳
命
著

近
時
登
霞
の
趨
三
鷹
離
學
生
の
問
に
蹴
毒
し
、
夏
期
に
於
て
は
富
士
り
如
き

H
本
ア
ル
プ
ス
諸
悪
の
知
｝
登
山
者
相
次
ぐ
に
至
η
・
し
は
學
術
研
究
上
叉
躍

健
の
氣
風
養
成
上
に
頗
ろ
撰
ぶ
べ
き
傾
向
な
る
が
、
而
も
不
用
意
の
欝
め
に

往
々
山
中
に
滲
論
ず
る
も
の
あ
る
は
頗
ろ
危
倶
の
念
を
懐
か
・
し
む
る
所
な
り

罫
書
嫉
登
山
の
際
の
危
瞼
を
詳
説
し
て
腎
隙
的
の
登
山
者
に
警
告
ε
注
怠
ピ

を
與
へ
謙
る
も
の
な
り
、
此
種
の
濫
作
は
…
従
來
こ
れ
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
こ
も

本
書
は
登
山
門
門
家
の
團
艘
な
る
日
本
山
岳
會
の
手
に
な
り
し
も
の
ε
て
珊
…

か
他
ご
異
る
も
の
あ
る
を
梵
ゆ
本
書
、
初
め
の
登
山
の
危
瞼
慧
る
理
由
を
蓮

べ
、
次
に
氣
言
上
の
…
激
攣
に
基
く
二
三
…
，
山
嶽
に
固
有
な
ろ
条
下
、
危
隙
を

蓬
く
べ
き
手
段
、
登
山
の
準
備
事
項
等
を
長
｝
問
の
経
験
に
墓
づ
き
且
欧
沸

に
於
け
る
登
窃
術
（
≧
℃
．
巳
・
ヨ
）
を
も
媒
酌
こ
着
下
し
れ
る
も
の
匹
し
て
、

第
四
號

暗
六
四
　
　
（
・
七
一
山
ハ
）

人
夫
ド
使
役
の
鵬
ず
蜘
。
凝
、
天
菓
…
の
張
り
甑
万
等
ド
∵
ま
で
及
べ
る
は
極
め
て
鰍
一
切
且

つ
周
到
ぐ
」
云
ふ
べ
・
し
、
　
登
山
者
…
並
び
に
乱
離
研
究
家
の
指
針
ぜ
㌔
・
し
て
、
［
談
評
肇

べ
き
、
・
耳
書
な
り
、
篭
信
ず
。
（
二
本
由
岳
會
獲
行
、
非
賢
品
｝

　
　
　
　
⑫
癒
珈
か
い
旗
勝
か
栖
物
証
青
磁
糎
陣
脚
で
紳
等
身
｝
二
鄭
著

本
篇
判
サ
4
エ
ン
ス
」
第
七
巷
の
特
追
払
苧
し
て
出
で
六
る
も
り
、
著
者
ぽ

元
第
七
為
等
婁
校
二
士
需
三
二
“
」
し
て
植
物
學
を
講
ご
、
今
夏
灘
製
作
所
に

入
り
て
噺
鑑
を
嘆
け
つ
・
あ
る
篤
謬
り
士
な
り
。
著
者
の
取
扱
へ
ろ
如
き
植

物
地
理
學
は
地
理
學
の
「
分
科
ご
・
し
て
敗
米
に
於
て
は
可
な
り
の
狡
蓮
を
蓮

げ
六
る
も
比
較
的
斬
し
き
學
瀞
な
ろ
上
之
が
閣
係
で
ろ
科
目
頗
る
多
く
最
も

主
要
な
る
地
理
學
植
物
學
に
勿
論
蹟
く
分
類
學
生
理
學
地
質
畢
、
魚
候
學
、

経
聖
運
等
に
通
暁
ゼ
ざ
る
べ
か
ら
す
、
繋
れ
本
秤
の
進
歩
遅
々
回
る
所
以
に

し
て
殊
に
我
が
岡
に
て
は
組
織
的
に
此
の
穂
の
試
み
を
な
む
謀
る
も
の
あ
る

を
聞
か
す
、
著
者
此
に
見
る
所
あ
り
、
植
物
五
畜
旦
地
に
の
み
偏
ぜ
す
蛾
理
學

の
外
廣
く
醐
係
累
科
を
も
考
慮
・
し
で
從
來
閑
却
煙
ら
れ
・
し
方
面
を
開
拓
妊
し

も
の
な
り
、
其
叢
談
の
方
法
ぽ
各
地
方
に
就
き
て
地
形
藪
影
響
の
環
境
を
明

か
に
・
し
之
に
雁
じ
て
如
何
に
植
物
諸
系
Q
、
♂
第
）
が
券
布
さ
れ
此
等
が
人
生

に
及
ば
ず
影
響
響
を
論
じ
薫
る
も
の
，
而
し
て
各
大
陸
の
薩
劉
の
細
分
に

主
ミ
し
て
霞
形
に
よ
野
晒
る
ミ
氣
候
を
基
“
」
し
ぬ
る
ε
あ
の
て
一
完
せ
ざ
れ

こ
も
要
は
其
地
方
の
特
有
の
植
物
隅
系
を
な
す
も
の
を
取
り
て
輩
元
ご
ぜ
り

碧
各
自
ら
も
藪
下
に
判
限
ぜ
ら
れ
て
唯
芝
川
記
導
レ
止
め
げ
、
植
物
地
蝿
摯


